
Izumoring-pad の構造

　世界に先駆けた希少糖
に関する研究が香川大学
を中心に行われている。

　単糖の中では希少糖
の数が圧倒的に多い。
 一般の単糖の構造は
Izumoring-padを用い
なくて容易に調べるこ
とが出来るので、希少
糖の構造としている。

　ストッパーはOH
バーが滑り落ちない
ように取り付けてい
る。
　装飾と全体の強度
をあげる役割も持っ
ている。

　フィッシャー投影式での
表現は炭素の番号は上から
１～６と縦に配置されるの
が通常でありそれに従って
いる。

　アルドースの名称を左にＬ－型、
右にＤ－型を示している。
　この場合は ２１２D であるので
Ｄ-Glucose と分かる。

　ケトースの名称を左にＬ－型、
右にＤ－型を示している。
　この場合は １２D であるから
Ｄ-Fructose を示している。

　Izumoringを単糖の構造から理
解する目的で作られた教材であ
るので Izumoring-pad と命名。
　「I pad 」である。

　「単糖は、アルデヒドあるいはケトン基をもつポリヒドロキシ化合物」である。アル
デヒド基（CHO） を持つものをアルドース（Aldose）、ケトン基（>C=O）を持つもの
をケトース(Ketose)という。
　Izumoring-padでは Izumoringと同様の色を用いており、アルドースを赤色で示し左側
に、ケトースは青色で示し右側に配置している。Izumoring-padは、炭素数が６の六炭糖
(Hexose)を扱っている。炭素数５の五炭糖(Pentose)も同様であり六炭糖よりも単純でそ
の数は少なく、六炭糖が理解できれば容易に理解することができる。


